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C01C アンモニア；シアン；それらの化合物
（ハロゲンのオキシ酸塩Ｃ０１Ｂ１１／０

０；過酸化物，ペルオキシ酸塩Ｃ０１Ｂ１５／

００；チオ硫酸塩，亜ニチオン酸塩，多チオン

酸塩Ｃ０１Ｂ１７／６４；セレンまたはテルル

を含む化合物Ｃ０１Ｂ１９／００；アジドＣ０

１Ｂ２１／０８；金属アミドＣ０１Ｂ２１／０

９２；亜硝酸塩Ｃ０１Ｂ２１／５０；りん化物

Ｃ０１Ｂ２５／０８；りんのオキシ酸塩Ｃ０１

Ｂ２５／１６；けい素を含む化合物Ｃ０１Ｂ３

３／００；ほう素を含む化合物Ｃ０１Ｂ３５／

００；発酵によるかまたは酵素を使用した元素

または二酸化炭素以外の無機化合物の製造Ｃ

１２Ｐ３／００；電気分解または電気泳動によ

る非金属元素または無機化合物の製造Ｃ２５

Ｂ） 

注 

（１）サブクラスＣ０１ＢからＣ０１Ｇに適用するラストプレ

イス優先ルールを規定するクラスＣ０１に続くクラス注（１）

に注意すること［８］ 

（２）化合物の治療活性は，サブクラスＡ６１Ｐにさらに分類

する［７］ 

1/00 アンモニア；その化合物 

1/02 ・アンモニアの製造または分離 

1/04 ・・合成によるアンモニアの製造（アンモ

ニア合成用の混合ガスの製造または精製

Ｃ０１Ｂ３／０２） 

1/08 ・・含窒素有機物質からアンモニアの調製 

1/10 ・・アンモニア液，例．ガス液，からアン

モニアの分離 

1/12 ・・ガスおよび気体からアンモニアの分離 

1/14 ・・・飽和器 

1/16 ・アンモニウムのハロゲン化物 

1/18 ・アンモニウムの硝酸塩 

1/20 ・硫化物；多硫化物 

1/22 ・アンモニウムの亜硫酸塩 

1/24 ・アンモニウムの硫酸塩（Ｃ０１Ｃ１／１

４が優先） 

1/242 ・・アンモニアおよび硫酸または三酸化イ

オウからの製造［２］ 

1/244 ・・アンモニウム塩と硫酸塩との複分解に

よる製造［２］ 

1/245 ・・窒素およびいおうを含む化合物からの

製造［２］ 

1/246 ・・・いおう含有アンモニウム化合物から

の［２］ 

1/247 ・・・・遊離酸素での酸化による［２］ 

1/248 ・・結晶の固結防止または結晶の形または

大きさの制御［２］ 

1/249 ・・結晶の脱酸［２］ 

1/26 ・アンモニウムの炭酸塩または重炭酸塩 

1/28 ・アンモニウム塩の一般的製造方法 

注 

（１）このグループは，陰イオン中に金属を含有するアンモニ

ウム錯塩（錯シアン化物以外）を包含しない。これは，金属に

したがってサブクラスＣ０１ＤからＣ０１Ｇの適切なグルー

プに包含される。 

（２）陽イオンとしてアンモニウムおよび金属が存在する多塩

基酸の塩はアンモニウムがあたかも水素のように分類される。 

（３）アンモニウム錯塩は金属にしたがってサブクラスＣ０１

ＤからＣ０１Ｇの適切なグループに分類される。 

3/00 シアン；その化合物 

3/02 ・シアン化水素の製造 

3/04 ・・ガスからの分離 

3/06 ・シアン化水素の安定化 

3/08 ・金属のシアン化物または錯シアン化物 

3/10 ・・単一アルカリ金属シアン化物［３］ 

3/11 ・・錯シアン化物［３］ 

3/12 ・・シアン化鉄またはその錯シアン化物［２］ 

3/14 ・シアン酸；その塩 

3/16 ・シアナミド；その塩 

3/18 ・・カルシウムシアナミド 

3/20 ・チオシアン酸；その塩 

 


